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憲法・震災・原発事故など、どんどん発信しきしよう
1東日本大栗災からもう4年2ケ月。■被災の福島県民は、憲法で保障されているはずめ人権も蔑ろ
にされたままです。とにかく私たちにできることは、さまざまな方法で「発信」することi全国や世
界に向け「声」を出し続けることが大事です。■お三方とも「はらまう九条の会」会員ですが、『福島

民報』に連載の朝倉悠三さんの「震災絵日記」、二上英朗さんと石田賢二さん（事務局）の投書を
コピーします。朝倉さんは、本会の「鳩の少女のシンボルシール」もデザインされています。
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市
か
ら
先
月
、
郡

山
市
に
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っ
た
（
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昨
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議
論
は
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災
地
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感
情
を
逆
な
で
す
る
も
の
に

感
じ
て
き
た
。
葉
派
で
九

条
を
変
え
よ
う
七
す
る
あ
ま

り
、
他
の
条
文
ま
で
も
軽
視

し
て
い
る
よ
う
に
思
え
て
な

ら
な
か
っ
た
か
ら
だ
。

「
被
災
地
支
援
案
法
の

精
神
か
み
し
め
よ
」
と
い
う

論
説
に
、
こ
れ
ま
で
の
鬱
積

（
う
っ
せ
き
）
し
た
も
の
が

流
さ
れ
る
思
い
だ
っ
た
。

東
京
電
力
布
島
第
t
原
発

事
故
に
伴
う
避
難
生
活
を
患

う
噂
、
私
た
ち
県
民
は
療
法

で
守
ら
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う

か
と
、
疑
問
を
持
ち
続
け
て

き
た
。
民
主
国
家
、
人
権
尊

重
の
国
な
の
か
と
考
え
て
き

た
。
憲
法
t
三
条
、
二
五
条

セ
私
た
ち
が
守
ら
れ
て
い
な

い
こ
と
を
、
論
説
は
指
摘
し

て
い
る
。
質
草
ぞ
守
蜃
」
と
が
、
憲

法
で
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
国
外
に

目
を
向
け
た
改
憲
論
議
題
拙

速
だ
ろ
う
。
ま
ず
は
原
発
事

故
を
検
証
し
、
責
任
を
明
ら

か
に
す
る
こ
と
か
ら
始
め
る

べ
き
だ
と
考
え
る
。
そ
の
後

に
国
民
の
声
を
交
え
た
議
論

を
尽
く
す
の
が
大
切
だ
。

県
民
の
犠
牲
が
、
正
し
く

棄
法
が
息
づ
く
園
の
再
栗

の
き
っ
か
け
に
な
る
な
ら
、

辛
抱
も
で
き
る
だ
ろ
う
。

小
高
の
学
者
草
稿

憲
法
本
県
の
誇
り

■
福
島
市
二
王
莫
朗

（
南
相
馬
市
歴
史
専
門
調
査

襲
　
撃
日
本
国
憲
法
は
本
県
産
で

あ
る
。
南
相
馬
市
（
旧
小
高

‥
町
）
生
ま
れ
で
相
馬
中
学
出

身
の
意
法
学
者
鈴
木
安
蔵

が
、
民
間
憲
法
研
究
会
の
代

表
で
革
橘
を
着
い
た
。
そ
れ

を
題
合
国
軍
総
司
令
部
（
〇

H
Q
）
が
共
感
し
採
用
し
て

発
布
施
行
し
た
と
い
わ
れ

る
。
意
法
は
人
類
史
上
、
類

い
ま
れ
な
七
十
年
間
も
の
平

和
と
繁
栄
を
も
た
ら
し
た
。

政
治
的
に
弾
圧
さ
れ
た
安

蔵
は
大
学
の
教
職
の
道
を
閉

ざ
さ
れ
、
生
計
の
資
が
絶
た

れ
た
。
貧
困
を
、
郷
里
か
ら

仕
送
り
し
て
助
け
享
見
た
の

は
、
実
家
の
姉
の
鈴
木
瑛
（
て

る
）
さ
ん
だ
っ
た
。

私
が
進
学
し
上
京
し
て
古

書
店
で
求
め
た
昭
和
十
年
代

の
安
蔵
の
著
作
は
、
伏
せ
字

だ
ら
け
の
検
閲
本
で
、
自
由

な
学
問
が
禁
止
さ
れ
た
時
代

の
苦
悩
に
、
慄
然
（
り
つ
ぜ

ん
）
と
し
た
記
憶
が
強
い
。

戦
後
の
新
憲
法
制
定
の
経

緯
と
安
蔵
の
生
涯
が
主
題
の

伝
記
映
画
「
日
本
の
青
空
」

に
き
ち
ん
と
描
か
れ
て
い
た

の
を
見
た
時
、
高
校
時
代
に

歌
人
で
俳
人
だ
っ
た
瑛
さ
ん

に
会
っ
た
こ
と
の
あ
る
私
は

感
激
し
た
。
誇
り
を
持
っ
て
、

敬
意
を
持
っ
て
安
蔵
の
偉
業

を
た
た
え
る
。

▲＜左＞ニ上さんの投書は5月8日『福島民報』に、＜右＞石田さんの投書
は5月9日の同紙に掲載されたものです。
〇二上さんは、現憲法の間接的起草者と言われる鈴木安蔵の評価をさらに高めよう
とするもので、空虚な「押しつけ憲法論」への反論です。○また、石田さんの文中
の「論説」とは、5月2B『福島民報』のもので「国は被災者支援の際は、悪法
13条の幸福追求権や、25条の生存権の精神を忘れるな」と訴えていた内容です。


